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Abstract 

Three radiocarbon datings were made for the molluscan fossils collected from the 

Holocene marine deposits in the eastern part of the Kushiro Moor, eastern Hokkaido 

(Fig. 1). The samples were obtained from three localities situated at the inner part 

of the marine beds in the alluvial plain. 

The ages obtained (6910± 150, 5620± 120 and 5320±90 yBP〕arecon sis tent with the 

former estimation that the marine beds in the Kushiro alluvial plain were accumu 

lated during the culmination stage of the Jomon Transgression. 

Among the molluscan fossils collected from the three localiti巴s,thirty four molluscan 

species were identified, consisting of 12 gastropod and 22 pelecipod specis (Table 1〕．

Most fo the species are known from the present-day Kushiro Bay adjacent to the 

Kushiro Plain. In addition, however, there are warm species, Meretrix lusoria Roding, 

M actra veneriformis Reeve, Phacosoma japonicum (Reeve) and Seaρharca brou-

ghtonii (Schrenck), which are absent in resent Kushiro Bay and the east coast of 

Hokkaido. The inner bay environments in the Kushiro area during the Jomon Trans-

gression have been estimated to be comparable with those of the present day Mutsu 

Bay. The ocurrence of these warm water species proves the estimation. 

Key-word: Radiocarbon dating, Kushiro Moor, Holocene, Jomon Transgression, 

molluscan fossil, warm water species 

はじめに

北海道東部釧路湿原を埋積する海成沖積層からは， 以前より現在の北海道沿岸には生息して

いないハマグリ Meretrixlusoria Rodi:ngとシオフキ Ma打travenerif ormis Reeveある
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図1 錫ii路湿l反＊部における海j戊沖積肢の只化石産出泊点

(Loe. 1 武佐， Loe. 2：器保木， Loe. 3貝塚田I)

いは北海道南部で、わずかに分布するだけのカガミガイ Phacosomαjaρonicum(Reeve）やア

カガイ Seaρharcabroughtonii (Schrenck）などの暖流系種の産出が知られていた（岡崎，

1955；長浜， 1961；岡崎ほか， 1966など〉。さらに釧路湿原周辺の台地に形成された縄文時代早

期～前期の貝塚（例えば東釧路貝塚や細岡貝塚〉からは， これらの暖流系種の貝殻が出土して

いる。 このような点から本地域で暖流系種が生息できたのは，縄文時代早期～前期にかけて短

い期間であったと言われてきたが，その絶対年代は明らかにされていない。今回筆者の一人，

山代が釧路湿原東部に分布する海成沖積層の3地点から暖流系種を含む貝化石を採集した（山

代， 1987;1988; 1990）ので， この貝化石を用いて14C年代測定を実施した。その結果， 縄文

時代早期～前期にかけてのいわゆる縄文海進最高期を示す6910±150,5620土120,5320土90年

前の年代値が得られた。この年代値から木地域の沿岸環境杭 縄文海進最高期には現在よりか

なり温暖であったことが明らかになった。ここにその概要を報告する。

釧路湿原東部における貝化石の14C年代測定

試料1

測定値： 5320土90yBP. (3370 B. C.) 

測定番号： GaK-14230

測定者：木越邦彦（学習院大学理学部〉

試 料：アカガイ Seaρharcabroughtonii (Schrenck) 

採取年月： 1985～86年
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採取者：山代淳一

採取地点 ：到｜｜路市武佐（北緯42度58分30秒，東経144度26分42秒，海抜lQm）。釧路市街地

東方で保別川支流の武佐川中流部である。 ここは小規模な溺れ谷の低地で湿原

となっていたが，現在では炭鉱のズリ置き場となっている。

試料の産状 ：試料のアカガイを含む貝化石は， 低地で掘り起こされた泥中より採集された。

試料2

産出した種類は巻貝類が6種と 二枚貝類が16種の計22種である（山代， 1987）。

アサリ Rudit aρesρhilzρρinarum (Adams et Reeve〕を特徴種としてマガ

キCrassostreagigas (Thunberg），ヒメシラトリ Macomaincongrua (v. 

Martens), オオノガイ Myaarenaria oonogai乱1akiyama, カガミガイ，

ホソウミニナ Batillariacumingii (Crosse）など内湾砂泥底に生息する種が

優勢で，ホタテガイ Patinoρectenyessoensis (Jay），エゾヌノメアサリ Ca-

llithaca adamsi (Reeve), ヒメエゾボラ Neρtuneaarthritica (Bernardi), 

アツエゾボラ Nゆtuneabulbacea CB巴mardi）などの外洋浅海性種や岩礁性

種などを伴う混合遺骸群集となっている。本地点の層序は表層の厚さ1.0～1. 2 

mの泥炭層とその下位に厚さ1.5～2.omの灰青色泥層とからなる。貝化石はそ

の泥層の下部層準に含まれ，殻の保存が良く， 多くのアサリをはじめとする内

湾砂泥底に生息する二枚貝は，両殻が合わさり現地性堆積を示す。

測定値 ：6910土150yBP. (4960 B. C.) 

測定番号： GaK-14231

測定者：木越邦彦（学習院大学理学部〉

試 料：ウバガイ Sρisulasachalinensis (Schrench) 

採取年月： 1986年

採取者：山代淳一

採取地点：釧路郡釧路町岩保木（北緯43度4分50秒，東経144度25分50秒，海抜1.3m）。露

頭は釧路川の河口から約10伽上流の， 釘II路川を旧釧路川から切り替えた岩保木

水門付近で， 旧釧路川の築堤改修工事に伴い湿原に約2om四方に掘削された深

さ約3mの壁面である（山代， 1987）。

試料の産状 ：貝化石の産出層は地表町から厚さ約2mの泥炭層に覆われる層理の発達する砂

l深層である。貝化石は厚さ lmの砂i深層の下部約30cmに密集しはき寄せ状の異

地性堆積を示す。 しかしいすやれの貝殻も保存状態は良く，生息域からかな り近

い場所で堆積したことが考えられる。なお本地点、における海成層の上限高度は

0.5mである。

試料のウバガイは多産するアサリに次いでホソウミニナ， オオノガイととも

に普通にみられる。産出種の種構成からみてアサリ，ハマグリ， ガガミガイ，

シオフキ， サピシラトリ Macomacontabulata (Deshayes), オオノガイな

どで特徴づけられる内湾砂底群集が優勢となり，エゾタマキガイ Glycymeris

yessoensis (Sowr by），エゾヌノメアサリ ，ホタテガイ，エゾイソシジミ Nut

tallia ezonis Kuroda et Habeなどの寒流系浅海砂底群集構成種を伴ってい

る。

39 
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試料3

測定値： 5620±120yBP. (3670 B. C.) 

測定番号 ：GaK15115 

測定者 ：木越邦彦（学習院大学理学部〉

試 料 ：オオノガイ Myaarenaria oonogai Makiyama 

採取年月 ：1988年12月28日

採取者 ：山代淳一

採取 地 点 ：釧路市貝塚（北緯42度59分31秒，東経144度25分38秒，海抜2.4m）。本地点は東

釧路貝塚の前面に広がる保別川低地に位置し， 貝塚から北東に約soomと近い。
資料の産状：オオノガイは住宅地の拡大に伴う土木工事により掘削された地下6mの砂泥層

から採取された（山代， 1990）。共産種にはマガキやヤマトシジミ Corbicul a 

jaρonica Primeのような湾奥干潟から河口などの汽水域に生息する種から，

エゾタマキガイ，ホタテガイ ，エゾヌノメアサリ ，アヤボラ Fusitritonore-

gonensis (Redfield），エゾボラモドキ Neρtuneaintersculρta (Sowerby) 

などの寒流系浅海性種まで変化に富み， それらが混合遺骸群集となっていた。

14C年代測定値の検討

3地点で明らかになった年代測定値は，Loc.1（釧路市武佐〉が 5320±90yBP. (GaK-

14230), Loe. 2〔釧路町岩保木〉が6910士150yBP. (GaK-14231), Loe. 3 （釧路市貝塚〉が

5620土120yBP. (GaK 15115）である。これらの値は約7000～5300年前の範囲に含まれ，い

わゆる縄文海進最高期と一致する。 すなわち3地点の確認された貝化石は，これらの測定値か

らL、ずれも縄文海進最高期に生息していた貝類であることが分かった。

3地点より産出した貝化石は，Loc.1が巻貝類6種と二枚貝類16種の計22種， Loc.2が巻貝

類7種と二枚貝類15種の計22種， Loc.3が巻貝類7種と二枚貝類9種の計15種となり表1よう

にまとめられる（山代， 1990）。この中には現在の釧路を中心とする道東沿岸城では生息しない

暖流系種がかなりの割合で含まれている。 すなわち Loc.1ではハマグリ，カガミガイ， ウチム

ラサキ，シオフキ，サビシラトリ ，プラムシロガイ Reticunassafestiva (Powys）の 6種，

Loc.2ではアカカAイ，アズマニシキChlamysfarreri niρρonensis Kuroda，カカミカイ，ウ

チムラサキ Saxidomusρurρuratus(Sowerby）の4種，Loc.3ではカガミガイの 1穫の｜暖

流系種が産出した。 3地点から採集され確認された貝化石34種の中で， 8種が暖流系種となり，

全体の24%と高い割合を占めていることが明らかになった。 このよ うに多種の暖流系種が釧路

の内湾に生息できたのは， 当時の沿岸海況が現在に比べて相当に高くなっていたことを示す。

釧路湿原とその周辺で知られる暖流系種

これまでの研究で釧路湿原に分布する海成沖積層からは， 数箇所よ り暖流系種を含む貝化石

の産出が明らかにされている。 主な産地はJR東釧路駅北方の旧釧路川と保別川の合流点（岡
崎， 1955），この合流点から保別川に沿って約1km上流の釧路市水道取入口（岡崎，1955), 旧

釧路川と連絡する釧路町の水中貯木場（岡崎ほか，1966）， 剣｜路市武佐の武佐川入口から南に約

1. 4kmの地点（岡崎， 1976），釧路町別保のJR別保駅西方約1kmの地点（長浜， 1961），釧路町
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表1 釧路湿原東部における海成沖積層から産出した民化石と14c年代測定値（山代.1990に加筆）

(it出頻度， a ：多． c ; ＞／ι r ：稀）

種 名
産 出 地

暖流系種
岩（呆木 武佐 貝塚

脂足綱（巻員類）

Neritrema sitchana (PHILIPPI）クロタ7 キビ γ 

Lillo月間 sq凶Iida(BRODE悶Pet SOWERBY）エゾタ7 キビ r r 
Batil/ar日cumingzi(CROSSE）ホソウミーナ c r r 
Tecw叩 ticajanthostoma (DESHA YES）チシ7 タ＜ Ifイ r r r 
Oce>Wbra印 der問onis(SMJTH）エゾヨウラク r 
Fusi！円・1anoregonens日（REDFIELD）アヤボラ r r 
Reticunassa festi叩（POWYS）アラムシロガイ r 、v

Reticunassa sp r 
Nuce/la fトeycineti(DESHA YES）エゾチヂミポラ r 
Neptunea (Barbiton日jarthritica (BERNARDI) ヒメエゾボラ r r r 
Neptunea bulbacea (BERNARDI）アツエゾボラ r 
Neptunea intersculpta (SOWERBY）エゾボラモドキ r 

斧足綱（一枚貝類）

Glycymeris yessoens日（SOWRBY）エゾタ7 キガイ r r r 
Arca boucardi JOUSSEAUMEコベルトフネガイ r 
Scapharca broughtonzi (SCHRENCK）アカガイ c 、v

Chiamys farre円 nipponens日lくURODAアズ7 ニシキ r 、v

Patinopecten (Miwhopecten) yessoens日(JAY）ホタテガイ r c r 
Crassostrea gigas (THUNBERG) 7 ガキ r r r 
Corbicu/a japonica P悶MEヤマトシジミ r 
Felan日Ilaus臼（GOULD）ウソシジミ r r 
Ciinocardium californiense Hula山（ROLLE）イシカゲガイ r 
Ctinocardium californiense (DESHA YES）エゾイシカゲガイ r 
Meretrzx lusorza （悶DING）ハ7 グリ r 、，＼＇

Phacosoma japanκum (REEVE）カガミガイ r r r 、v

Saxidomus purpuratus (SOWERBY）ウチムラサキ 了 r w 

Callithaca (Protoιallithaca) adamsi (REEVE）エゾヌノメアサリ r c r 
Ruditapes philippi問問問（ADAMSet REEVE）アサ リ a a r 
Mactra (Mactra) ienerzformis REEVEシオフキ r 、v

Solen (Solenarius) Kγ凶ensterni(SCHRENCK）エゾ7 テガイ r 
Pseudocardium sachalinensis (SCHRENCK）ウノ〈ガイ c 
Nuttallia ezonis KURODA et HABEエゾイソ シジミ t r r 
Macor;日 (Macoma)incongr.凶（MARTENS）ヒメンラトリガイ c 
Macoma (Macoma) contabu/ata (DESHA YES）サビシフトリガイ r 、、『

Mya (Arenomya) are問問 oonogazMAKIY AMAオオノガイ c c c 

14 c年代測定値（yBP) 5320± 90 6910±150 5620±120 

コード番号（GaK) GaK-14230 GaK 14231 GaK 15115 

遠矢 (lhiraet al., 1984）などである。これらの地点より確認された暖流系種は，前述の3地

点で産出したものと同様にアカガイ，アズマニシキ，ウチムラサキ， カガミガイなどである。

さらに釧路市街地より約30km西方に位置するパシグル沼の海成沖積層（岡崎， 1978）からも，

5780±95 yBP (N-3990）の年代を示す暖流系種のウネナシトマヤガイ Traρeziumuliratum 

(Reeve）が産出した（松島， 1982）。

41 

一方，釧路湿原東部の台地には縄文時代の貝塚や遺跡がかなり多く形成されている。主な貝

塚として釧路町達古武貝塚，細岡貝塚，岩保木貝塚，天寧貝塚や釧路市東釧路貝塚などがある

0翠， 1969；西・浮， 1975）。その中で最も良く調査が進んでいるのが東釧路貝塚と細岡貝塚であ
る。両貝塚はアサリ，マガキ，オオノガイを主体とする貝層からなり，ホタテガイ，コベルトフネ

ガイ Arcaboucardi J ousseaume，ヒメシラトリ， ヒメエゾボラなどや暖流系種のアカガイ，

ウチムラサキ，ハマグリ，シオフキを伴っている。 この暖流系種を産出する貝層は，縄文早期
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～前期の東釧路V式土器を出土する。そして層位的にこの貝層より下位の縄文早期の東釧路E

式土器を伴う貝塚ではヒメエゾボラ，エゾタマキガイ， ホタテガイなどの寒流系種がみられ暖

流系種は全く知られていない。 また上位の縄文中期の北筒式土器を伴う貝塚でも寒流系種のホ

タテカイ，ウバガイ，サラカイ Peronidiavenulosa Schrenckなどが多く出土して暖流系種

を伴わなし、。 したがって暖流系種を産出する貝層の時期は，東釧路V式土器を出土する層準に

絞られ，縄文早期～前期に限定できた（赤松， 1969；松島， 1984）。この点を支持する絶対年代

が，今回の調査で貝塚遺跡周辺に分布する海成沖積層産貝化石の 14C年代測定値より明らかに

なった分けである。なお，北海道の南部を分布の北限とするカガミガイは，北海道北部の稚内，

オホーツク沿岸の雄武，紋別まで分布していることが稚内在住の宮内敏哉氏により確認されて

L、る。

松島 ・大嶋（1974）や松島 (1984）は， 縄文早期～前期の釧路における内湾環境が，暖流系

種から現在の青森県陸奥湾程度であったと推察している。今回の明らかになった暖流系種8種

とパンクル沼のウネナシトマヤカイを含む種の生態的・生物地理的特徴から， これらの種がす

べて群れとして分布している北限は，下北半島（青木， 1959；鳥海， 1971）から陸奥湾（野村・

畑井， 1932；奈良， 1966；鳥海， 1973）に絞られる。 さらに内湾砂泥底種が優勢であることか

ら判断して，当時の釧路湾東部の環境は，現在の外洋に面した下北半島沿岸より陸奥湾である。

もう少し詳しくみると陸奥湾湾奥の大湊湾がそれに最も似た環境にあったであろう。

まとめ

1) 北海道東部の釧路湿原の3地点から採集した海成沖積層産貝化石の14C年代測定値は，

5320土90yBP. (GaK 14230), 6910士150yBP. (GaK-14231), 5620土120yBP. (GaK-15115) 

であることが明らかになった。

2) 3地点から得られた貝化石の中に， 現在の道東海岸では全く生息しないアカガイ，アズ

マニシキ，ハマグリ，カガミガイ， ウチムラサキ， シオフキ，サビ‘／ラトリ，アラムシロガイ

の8種の暖流系種が含まれていた。 パシクル沼のウネナシトマヤガイを含めてこれらの貝類が

本地域まで侵入してきて生息できた時期は， 約7000～5300年前のいわゆる縄文海進最高期であ

る。

3) 釧路湿原東部の台地に数多く分布する縄文時代の貝塚の中で， 東釧路貝塚と細岡貝塚か

らはアサリ，マガキ，オオノガイを主体に，暖流系種のアカガイ，ウチムラサキ，ハマグリ，

シオフキを伴う。これら暖流系種が出土する層準は， 東釧路V式土器の層準に絞られ，縄文早

期～前期に限定でき， 貝塚周辺の海成沖積層産貝化石より明らかになった年代値と一致する。

4) 暖流系種が生息していた縄文早期～前期の釧路における内湾環境は， 暖流系種の生態・

生物地理的特徴から，現在の青森県陸奥湾程度であったと指摘されており， 今回の成果はこれ

を支持することになった。
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